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禽
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飼
料
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取
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畜
産
生
産
部
）

き
ん

パッケージ施設「福島ベジフル館」竣工
（福島県本部）

㈱JTBとの労働力支援事業を実施
（山形県本部）

「遠隔栽培指導センタ」開設
（耕種総合対策部）

JAアクセラレーター（第３期）
採択企業紹介②（経営企画部）

JAズームイン（千葉：ＪＡ富里市）

「幻の浜なしパウンドケーキ」再販売
（神奈川県本部）

JAタウンショップ「新鮮ぐんま みのり館」
リニューアルオープン（群馬県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　笑顔「おいしい」のために（静岡県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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5

8

今年も「パシャフル！」キャンペーン開催中
（長野県本部）

「お米を使ったおかず」と「ごはん」の
お弁当レシピコンテスト開催（広報・調査部）

JAみやぎ登米で田んぼのいきもの調査
実施（東北営農資材事業所）Web

限定

2

3

吊り下げ式ピーマン自動収穫ロボット（6-7面）

ＪＴＢとの労働力支援事業を全国に先がけて
実施（3面）

「遠隔栽培指導センタ（コックピット）」を開設
（3面）

アグリスト株式会社
取締役兼COO高橋慶彦さんインタビュー

「吊り下げ式ピーマン自動収穫ロボット」を生産者と一緒に開発
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（広報・調査部）
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7
面

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから



News!

News!

「ふん量低減のための家禽用飼料」の特許取得

「福島ベジフル館」竣工

養鶏生産者の鶏ふん処理にかかる負担を軽減

生産者の手取り向上と生産基盤の維持・拡大目指す

畜産生産部

福島県本部

　
全
農
は
、J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
と
共
同
で「
ふ

ん
量
低
減
の
た
め
の
家
禽き
ん
用
飼
料
」の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た（
特
許
第

6
8
9
1
1
4
6
号
）。

　
福
島
県
本
部
は
6
月
4
日
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
施
設「
福
島
ベ
ジ
フ
ル
館
」

の
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
養
鶏
場
か
ら
発
生
す
る
鶏
ふ

ん
は
、
発
酵
さ
せ
る
と
良
質
な

有
機
肥
料
に
な
る
一
方
で
、
臭

い
や
ハ
エ
に
よ
る
環
境
問
題
の

原
因
に
な
り
や
す
く
、
発
酵
さ

せ
る
た
め
の
手
間
や
場
所
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
養
鶏
生
産
者

は
処
理
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
全
農
飼
料
畜
産
中
央
研

究
所
で
は
、
養
鶏
生
産
者
の
鶏

ふ
ん
処
理
に
か
か
る
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
長
年
に
わ
た
っ

て
鶏
ふ
ん
発
生
量
を
低
減
で
き

る
技
術
の
研
究
開
発
を
進
め
て

き
ま
し
た
。配
合
飼
料
の
実
用
化

　
福
島
ベ
ジ
フ
ル
館
は
、
福
島

県
本
部
が
県
内
3
地
区
に
あ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
施
設
の
一
つ
と
し

て
、
果
樹
地
帯
の
県
北
地
方
に

6
億
7
千
万
円
か
け
て
建
設
し

た
施
設
で
す
。

　
こ
の
施
設
の
目
的
は
①
自
ら

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
青

果
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
及
び
販
売

②
J
A
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受

に
あ
た
っ
て
は
、J
A
全
農
北

日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社

と
共
同
で
製
造
・
実
証
試
験
を

行
い
、
生
産
現
場
で
の
鶏
ふ
ん

発
生
量
が
低
減
し
た
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
鶏
ふ
ん
低
減
飼
料
は
、
冬
が

長
く
、
肥
料
の
需
要
期
間
が
短

い
た
め
、
鶏
ふ
ん
処
理
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
東
北
地

区
で
の
販
売
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
全
国
の
生
産
者
へ
、

特
許
技
術
を
取
り
入
れ
た
飼
料

の
普
及
拡
大
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

託
し
量
販
店
で
の
福
島
県
産
青

果
物
の
売
場
確
保
と
拡
大
を
進

め
る
③
新
た
に
設
置
し
た
高
鮮

度
冷
蔵
庫（
青
果
物
の
長
期
鮮

度
保
持
機
能
の
あ
る
冷
蔵
庫
）を

活
用
し
、
需
要
期
に
向
け
ブ
ド

ウ
を
中
心
に

貯
蔵
し
販
売

単
価
の
底
上

げ
に
取
り
組

む
、以
上
3
点

を
中
心
に
生

産
者
の
手
取

り
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　

輸
出
業
務

の
拠
点
と
し

て
の
取
り
組

み
に
も
力
を

入
れ
、生
産
基

盤
の
維
持
・

拡
大
に
貢
献

で
き
る
よ
う

関
係
者
一
同

全
力
で
運
営

し
て
い
き
ま

す
。

「ふん量低減のための家禽用飼料」特許証

新
し
く
完
成
し
た「
福
島
ベ
ジ
フ
ル
館
」

竣
工
式
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News!

News!

㈱ＪＴＢとの労働力支援事業を全国に先がけて実施

「遠隔栽培指導センタ」開設

観光業関係者らがサクランボの収穫作業に携わる

今秋からリアルタイム遠隔栽培指導の実証スタート

山形県本部

耕種総合対策部

　
全
農
と
㈱
J
T
B
は
4
月
1
日
に
、農
業
労
働
力
支
援
事
業
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。6
月
3
日
、全
国
に
先
が
け
て
山
形
県

で
協
定
に
基
づ
く
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
、天
童
市
に
あ
る
㈱
た
き
ぐ

ち
フ
ァ
ー
ム
で
観
光
業
関
係
者
ら
5
人
が
作
業
し
ま
し
た
。

　
全
農
と
東
日
本
電
信
電
話
㈱（
N
T
T
東
日
本
）は
、東
京
都
調
布
市

の
N
T
T
中
央
研
修
セ
ン
タ
内
に「
遠
隔
栽
培
指
導
セ
ン
タ（
通
称
：

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
）」を
開
設
し
ま
し
た
。今
秋
よ
り
、施
設
園
芸
生
産
者
を

対
象
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
遠
隔
栽
培
指
導
の
実
証
を
開
始
し
ま
す
。

　
今
回
の
支
援
事
業
は
山
形
県

本
部
と
Ｊ
Ａ
が
地
域
の
農
業
労

働
力
需
要
を
取
り
ま
と
め
、
㈱

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
を
受

　

高
度
施
設
園
芸
推
進
室
は
、

収
量
の
向
上
や
経
営
の
改
善
を

目
的
と
し
て
、2
0
1
6
年
か

ら
施
設
園
芸
生
産
者
向
け
に
現

地
訪
問
に
よ
る
栽
培
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
を

補
完
す
る
手
段
と
し
て
環
境
や

生
育
調
査
デ
ー
タ
を
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
受
け
取
り
、
遠
隔
で

の
助
言
や
支
援
も
実
施
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、実
際
の
作
物
状

け
て
い
る
県
内
の
ホ
テ
ル
や
バ

ス
会
社
な
ど
の
ほ
か
、
副
業
希

望
者
や
求
職
者
に
人
材
を
募
り

ま
し
た
。

　
４
日
間
で
延
べ
20
人
が
サ
ク

ラ
ン
ボ
の
収
穫
と

選
別
・
箱
詰
め
作

業
に
携
わ
り
ま
し

た
。
㈱
た
き
ぐ
ち

フ
ァ
ー
ム
の
滝
口

征
司
代
表
取
締
役

は「
必
要
な
時
期
だ

け
仕
事
を
頼
め
る

の
は
あ
り
が
た
い
。

こ
ち
ら
で
人
材
確

保
を
す
る
必
要
が

な
く
、出
来
高
払
い

と
い
う
仕
組
み
も

魅
力
的
」と
話
し
ま

し
た
。山
形
県
本
部

で
は
、今
後
も
県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
農

業
現
場
で
労
働
力

支
援
事
業
を
展
開

す
る
予
定
で
す
。

態
や
圃ほ
じ
ょ
う場
の
状
況
な
ど
を
考
慮

し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
共

有
が
で
き
な
い
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。栽
培
技
術
者
不

足
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
訪
問
制

限
な
ど
も
あ
り
、
遠
隔
で
の
栽

培
指
導
は
早
急
に
拡
充
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
を
活
用
す
る
こ
と
で「
生
産

現
場
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報

を
共
有
」し
、「
実
際
の
訪
問
と

近
い
精
度
」で
、ま
た「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
安
心
、安
全
」に

遠
隔
栽
培
指
導
を
可
能
に
し
、

よ
り
多
く
の
生
産
者
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
実
証
は
、
ま
ず
全
国
3

カ
所
に
あ
る
実
証
圃
場「
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
全
農
」な
ど
を
対
象
に

行
い
ま
す
。今
秋
に
開
始
し
、全

農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス
㈱
の
施

設
園
芸
栽
培
コ
ン
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
の
展
開
を
視
野
に
実

用
化
を
検
討
し
ま
す
。

滝
口
代
表
取
締
役
か
ら
説
明
を
受
け
る
作
業
リ
ー
ダ
ー

遠隔栽培指導センタ（通称：コックピット）
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ＪＡアクセラレーター（第3期）
 採択企業紹介　

　AgVenture Lab（アグベンチャーラボ）で５月24日、JAアクセラレーター（第３期）の最終審査コンテストが開催され、９社が

優秀賞として採択されました。今号では3社を紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    【経営企画部】

同社はインド出身のナラヤン・ガルジャールさんが代表を
務める、沖縄県に拠点をもつインド発のスタートアップ企業
です。食品廃棄物などの生ごみを原料とした、高吸収性
ポリマーの開発・販売を行っています。
ポリマーは農業や林業分野における土壌改良剤として
期待されています。同社が開発した「EFポリマー」は、土
壌の水分を長期にわたり維持するだけでなく、１００％生分
解可能で、ビタミンやミネラルなどの栄養素を多く含む効果
的な資材と言われています。沖縄県では、赤土流出防止
に向けた実証実験などを行ってきました。

2

同社は生ごみの処理による大きな環境負荷、気候変動
の影響によって引き起こされる干ばつの問題を、生ごみを
資源とする「EFポリマー」の普及によって解決し、持続可
能な農業の実現を目指しています。
今後約５カ月間にわたるプログラム期間中は、日本各地

のさまざまな気象条件における実証実験と「EFポリマー」
の新しい活用方法の検証、また普及拡大に向けて活動し
ていく予定です。

農業廃棄物がプラスチックに

4D GRAVITY®搭載の物流専用ドローンの最新試作機

EF Polymer株式会社
生ゴミから作る、干ばつや土壌劣化を
解決するオーガニックポリマー

プラン名

　同社は２０１７年に設立された、国内では最多のドローン
関連知財を保有するスタートアップ企業です。ドローン機体
の重心制御技術「4D GRAVITY®」など、空を社会インフ
ラとして活用するための技術開発を行い、社会課題の解
決・地域活性化に取り組んでいます。
　２０２０年には過疎・高齢化の課題を抱える山梨県北都
留郡小菅村とドローン配送の実現および地域活性化に向
けた連携協定を締結し、ドローン物流の常時運用、ドロー
ン配送と陸上輸送を融合した新スマート物流の社会実装を
目指した実証実験を行っています。
　プログラム期間中は①ドローンインフラ整備②ドローン利

活用による住民への便利なサービス提供をパッケージとし
た「SkyHub®」構想における新しい配送サービスの提供
（農産物の集出荷・ラストワンマイル配送など）③配送以外
の用途での活用（リモートセンシングなど）による地域へのド
ローンの溶け込みの３点を目指して、さまざまな用途での活
用の検討・実証実験に取り組む予定です。

株式会社エアロネクスト
空を活用した新スマート物流プラン名

　同社は植物細胞壁に含まれる「ヘミセルロース」を原料と
したバイオプラスチック樹脂材料/製品（商標名“HEM 
IX”）の開発・製造に世界で初めて成功しました。ヘミセ
ルロースは生分解性、流動性など大きな可能性を持つもの
の、ほとんどが廃棄され有効活用されていません。この利
用されていない国内資源を活用し、一次産業の高収益化
を目指しています。
　同社はJR東日本スタートアップ株式会社の「JR東日本ス
タートアッププログラム2020」に採択され、鉄道林の廃棄樹
木から抽出したヘミセルロースを原料とした、100％植物由

来の生分解性バイオプラスチックタンブラーを開発・販売
する実証実験に取り組みました。
　農業・林業・漁業における未利用資源（作物残渣・
間伐材・甲羅・骨など）の活用を目指し、プログラム期間
中は、バイオプラスチック製造サプライチェーンの構築およ
び樹脂製品の企画・開発、またバイオ燃料への活用の検
討などに取り組む予定です。

株式会社事業革新パートナーズ
植物由来バイオプラスチックHEMIX
農林水産業連携

プラン名

EFポリマーがつくる
循環のイメージ
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た「SkyHub®」構想における新しい配送サービスの提供
（農産物の集出荷・ラストワンマイル配送など）③配送以外
の用途での活用（リモートセンシングなど）による地域へのド
ローンの溶け込みの３点を目指して、さまざまな用途での活
用の検討・実証実験に取り組む予定です。

株式会社エアロネクスト
空を活用した新スマート物流プラン名

　同社は植物細胞壁に含まれる「ヘミセルロース」を原料と
したバイオプラスチック樹脂材料/製品（商標名“HEM 
IX”）の開発・製造に世界で初めて成功しました。ヘミセ
ルロースは生分解性、流動性など大きな可能性を持つもの
の、ほとんどが廃棄され有効活用されていません。この利
用されていない国内資源を活用し、一次産業の高収益化
を目指しています。
　同社はJR東日本スタートアップ株式会社の「JR東日本ス
タートアッププログラム2020」に採択され、鉄道林の廃棄樹
木から抽出したヘミセルロースを原料とした、100％植物由

来の生分解性バイオプラスチックタンブラーを開発・販売
する実証実験に取り組みました。
　農業・林業・漁業における未利用資源（作物残渣・
間伐材・甲羅・骨など）の活用を目指し、プログラム期間
中は、バイオプラスチック製造サプライチェーンの構築およ
び樹脂製品の企画・開発、またバイオ燃料への活用の検
討などに取り組む予定です。

株式会社事業革新パートナーズ
植物由来バイオプラスチックHEMIX
農林水産業連携

プラン名

EFポリマーがつくる
循環のイメージ
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J
A
ズ
ー
ム
イ
ン ＪＡ富里市

（千葉県）

概要 令和２年１２月３１日現在

正組合員数　　　　     　1704人
准組合員数　　　　     　1239人
職員数（正職員のみ）          71人
　　　（契約・パート含む）122人
販売品取扱高            77億7千万円
購買品取扱高              21億円
貯金残高  　            244億円
長期共済保有高        963億3千万円
主な農産物　　　　  スイカ、ニンジン

地
元
特
産
「
富
里
ス
イ
カ
」

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ

事
業
者
、市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
理
解
し
、
多
く
の
人
に「
富

里
ス
イ
カ
」の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、

多
様
な
手
段
を
効
果
的
に
活
用

し
、情
報
発
信
に
努
め
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
こ
の
条
例
制
定
を
受
け
、３
月

に
は
市
と
連
携
し「
富
里
ス
イ

カ
」を
テ
ー
マ
と
し
た
P
R
ポ
ス

タ
ー（〝
種
〟編
）の
中
づ
り
広
告

を
J
R
横
須
賀
線
・
総
武
線
快

速
や
J
R
京
葉
線
、J
R
千
葉

エ
リ
ア
と
京
成
線
全
線
の
電
車

に
掲
出
し
ま
し
た
。そ
の
後
、〝
種
〟

か
ら〝
果
実
〟に
な
る
ま
で
の
成

長
過
程
に
沿
っ
て
、三
部
作
の
特

大
ポ
ス
タ
ー
も
制
作
し
ま
し
た
。

　
J
A
富
里
市
は
、事
業
者
と
し

　
近
年
、農
家
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
作

付
面
積
が
減
少
し
、ス
イ
カ
の
販

売
実
績
も
10
年
前
と
比
べ
約
3

割
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
変
え
よ
う
と
、富

里
市
で
は「
富
里
市
す
い
か
条
例
」

を
制
定
し
、2
0
2
1
（
令
和

3
）年
4
月
1
日
に
施
行
し
ま
し

た
。こ
の
条
例
は
、市
や
生
産
者
、

　

遠
方
の
お
客
さ
ま
や
贈
答
用

に
購
入
さ
れ
る
お
客
さ
ま
な
ど
盛

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
5
月
発
行
の
准
組

合
員
向
け
の
広
報
誌
で
は
、「
富

里
ス
イ
カ
」の
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、割
引
券
を
付
け
て
消

費
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
富
里
ス
イ
カ
」の
出
荷
は
5
月

中
旬
か
ら
7
月
中
旬
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

准組合員向け広報誌で「富里スイカ」の魅力
を発信

「スイカタワー」で店頭PR

神
奈
川
県

茨城県

東京都

埼玉県

千葉県

　
J
A
富
里
市
は
、1
9
4
8（
昭

和
23
）年
の
発
足
以
来
、
名
称
な

ど
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
未
合

併
J
A
と
し
て
富
里
市
内
で
1

行
政
1
J
A
と
し
て
事
業
展
開

を
し
て
い
ま
す
。

　
富
里
市
と
言
え
ば
ス
イ
カ
と
言

う
ほ
ど
、「
富
里
ス
イ
カ
」が
有
名

で
す
。北
総
台
地
の
火
山
灰
土
の

軽
い
土
と
、内
陸
に
位
置
し
昼
と

夜
の
温
度
差
が
大
き
い
環
境
が

糖
度
を
上
げ
、甘
い
ス
イ
カ
を
育

み
ま
す
。

て
新
た
な
価
値
や
需
要
の
創
出
を

は
か
る
た
め
、
産
直
セ
ン
タ
ー
や

ス
ー
パ
ー
で
の
P
R
活
動
を
は
じ

め
、J
A
タ
ウ
ン
や
昨
年
5
月
に

開
設
し
た
産
直
セ
ン
タ
ー
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
一
覧
に「
富

里
ス
イ
カ
」の
紹
介
を
掲
載
す
る

な
ど
、
消
費
者
に
お
い
し
い「
富

里
ス
イ
カ
」を
提
供
す
る
た
め
、

販
売
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

種の中づり広告から始まり、４種類
のポスターを制作

「
富
里
市
す
い
か
条
例
」制
定

関
係
機
関
と
情
報
発
信

販
売
強
化
に
努
め
P
R

新
た
な
価
値
や
需
要
創
出
へ
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宮
崎
県
新
富
町
が
設
立
し
た「
こ

ゆ
財
団（
※
）」で
、
3
年
ほ
ど
前
か

ら
地
域
の
生
産
者
10
人
と
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
使
っ
た「
儲
か
る
農
業
」を

実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
量
を

増
や
す
議
論
は
で
き
た
の
で
す
が
、

収
穫
す
る
人
手
が
不
足
す
る
と
い
う

課
題
が
浮
上
し
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
が

必
要
だ
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
2
0
1
9
年
1
月
の

こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
北
九
州
高
専

発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
と
も
に
試

作
機
を
開
発
し
た
の
が
同
8
月
、

本
格
的
な
事
業
化
の
た
め
に
会
社

を
設
立
し
た
の
が
同
10
月
で
し
た
。

　
我
々
の
強
み
は「
現
場
力
」で
す
。

開
発
ラ
ボ
は
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
の
隣

に
あ
り
ま
す
。
弊
社
の
収
穫
ロ
ボ
ッ

ト
の
特
長
で
あ
る「
吊
り
下
げ
式
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
、
生
産
者
か
ら

※
こ
ゆ
財
団

　
地
元
農
家
が
生
み
出
し
た「
新
富
ラ
イ
チ
」を
、一

粒
1
0
0
0
円
の
国
産
生
ラ
イ
チ
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
、
東
京
圏
に
販
路
を
広
げ
る
こ
と
に
成

功
し
た
地
域
商
社
。
宮
崎
県
新
富
町
役
場
が
設

立
。
特
産
品
の
販
売
と
起
業
家
の
育
成
を
行
い

な
が
ら
、地
域
経
済
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

動
化
に
よ
る
収
穫
能
力
1
0
0
％

を
目
指
し
ま
す
が
、
そ
の
結
果
高

額
に
な
り
す
ぎ
て
誰
も
導
入
で
き

な
く
な
る
。
私
た
ち
の
設
計
コ
ン
セ

プ
ト
は
農
業
者
の「
サ
ポ
ー
ト
」で

あ
り
、
10
％
で
も
20
％
で
も
生
産

者
の
時
間
削
減
に
つ
な
が
れ
ば
、
栽

培
管
理
の
時
間
が
増
え
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
栽
培
管
理
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
削
減
で
き
た
時
間
を
学
び
の

時
間
に
つ
な
げ
て
も
よ
い
し
、
家
族

と
の
休
暇
に
つ
な
げ
て
も
よ
い
。
ロ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内
の
地

面
は
平
た
ん
で
は
な
い
し
、
き
れ
い

で
も
な
い
。
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
果

実
を
収
穫
す
る
た
め
に
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
足
回
り
は
大
き
く
複
雑
に
な

る
。
最
初
か
ら「
吊
り
下
げ
式
」で

あ
る
べ
き
だ
と
。
実
際
に
生
産
者

が
使
用
し
、
よ
い
点
・
悪
い
点
を

忌
憚
な
く
指
摘
し
て
も
ら
い
、
そ

の
場
で
改
良
で
き
る
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
状
は
初
期
導
入
1
5
0
万

円
、
利
用
料
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
収

穫
し
た
分
の
売
り
上
げ
の
10
％
を
い

た
だ
く
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
目
指
す
収
穫
能
力
は
反
収
13

t
の
生
産
者
の
場
合
、
全
体
収
量

の
20
％
、
約
３
ｔ
の
収
穫
で
す
。
多

く
の
メ
ー
カ
ー
は
初
め
か
ら
完
全
自

ボ
ッ
ト
を
手
に
取
り
や
す
い
価
格
に

す
る
こ
と
で
、
現
状
の
能
力
で
も

収
益
の
向
上
と
豊
か
な
生
活
の
実

現
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
耐
久
性
に
課
題
が
あ

る
の
で
す
が
、
秋
ま
で
に
は
改
良
し

て
生
産
者
が
視
察
で
き
る
環
境
を

整
え
、
2
0
2
3
年
初
頭
に
は
供

給
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
品
目
拡
大
は
視
野
に
入
っ
て
い

ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
い
っ
た
果
菜
類
は
、

ピ
ー
マ
ン
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か

せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
J
A
や
生
産
者
と
接
し

て
い
る
と
、
弊
社
へ
の
も
の
す
ご
い

期
待
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
危
機
感

の
高
ま
り
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
J
A
や
生
産
者
に
開
発
者
側

に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の
完
成

度
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

「
吊
り
下
げ
式
ピ
ー
マ
ン
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」を

生
産
者
と
一
緒
に
開
発

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の

短
期
間
で
技
術
を

確
立
で
き
た
秘
け
つ
は
？

シ
ン
プ
ル
か
つ

低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
も

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。

製
品
の
市
場
投
入
の

見
通
し
は
？

 

他
の
品
目
も
視
野
に

入
っ
て
い
ま
す
か
？

J
A
や
生
産
者
側
も

開
発
に
参
加
す
る

意
識
が
大
事
で
す
ね
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

A
G
R
I
S
T
㈱

高
橋
慶
彦
さ
ん

取
締
役
兼
C
O
O

　
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
は
高
額
で
手
が
出
せ
な
い
？ 

―
宮
崎
県
を
拠
点
と
す
る

A
G
R
I
S
T（
ア
グ
リ
ス
ト
）株
式
会
社
は
、
低
コ
ス
ト
の
ピ
ー
マ
ン
自
動

収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
開
発
に
基
づ
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
は
、
第
２
回
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
取
締
役
兼
最

高
執
行
責
任
者（
C
O
O
）高
橋
慶
彦
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

【
広
報
・
調
査
部
】

創
業
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

自動収穫ロボット

ロボットのカメラがピーマンを認識自動収穫ロボットの収穫ハンド

圃場での検証と改良を行うアグリストチーム

高橋さん（左）と農家の福山さん（中央）、エンジニアの高辻さん

き 

た
ん

アグリスト（株）　収穫の担い手
不足を解決するロボット開発会社。
農業が盛んな宮崎県新富町にエン
ジニアが集まり、農家と一緒にロ
ボットを開発している。

お問い合わせ
はこちら
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宮
崎
県
新
富
町
が
設
立
し
た「
こ

ゆ
財
団（
※
）」で
、
3
年
ほ
ど
前
か

ら
地
域
の
生
産
者
10
人
と
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
使
っ
た「
儲
か
る
農
業
」を

実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
量
を

増
や
す
議
論
は
で
き
た
の
で
す
が
、

収
穫
す
る
人
手
が
不
足
す
る
と
い
う

課
題
が
浮
上
し
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
が

必
要
だ
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
2
0
1
9
年
1
月
の

こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
北
九
州
高
専

発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
と
も
に
試

作
機
を
開
発
し
た
の
が
同
8
月
、

本
格
的
な
事
業
化
の
た
め
に
会
社

を
設
立
し
た
の
が
同
10
月
で
し
た
。

　
我
々
の
強
み
は「
現
場
力
」で
す
。

開
発
ラ
ボ
は
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
の
隣

に
あ
り
ま
す
。
弊
社
の
収
穫
ロ
ボ
ッ

ト
の
特
長
で
あ
る「
吊
り
下
げ
式
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
、
生
産
者
か
ら

※
こ
ゆ
財
団

　
地
元
農
家
が
生
み
出
し
た「
新
富
ラ
イ
チ
」を
、一

粒
1
0
0
0
円
の
国
産
生
ラ
イ
チ
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
、
東
京
圏
に
販
路
を
広
げ
る
こ
と
に
成

功
し
た
地
域
商
社
。
宮
崎
県
新
富
町
役
場
が
設

立
。
特
産
品
の
販
売
と
起
業
家
の
育
成
を
行
い

な
が
ら
、地
域
経
済
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

動
化
に
よ
る
収
穫
能
力
1
0
0
％

を
目
指
し
ま
す
が
、
そ
の
結
果
高

額
に
な
り
す
ぎ
て
誰
も
導
入
で
き

な
く
な
る
。
私
た
ち
の
設
計
コ
ン
セ

プ
ト
は
農
業
者
の「
サ
ポ
ー
ト
」で

あ
り
、
10
％
で
も
20
％
で
も
生
産

者
の
時
間
削
減
に
つ
な
が
れ
ば
、
栽

培
管
理
の
時
間
が
増
え
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
栽
培
管
理
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
削
減
で
き
た
時
間
を
学
び
の

時
間
に
つ
な
げ
て
も
よ
い
し
、
家
族

と
の
休
暇
に
つ
な
げ
て
も
よ
い
。
ロ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内
の
地

面
は
平
た
ん
で
は
な
い
し
、
き
れ
い

で
も
な
い
。
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
果

実
を
収
穫
す
る
た
め
に
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
足
回
り
は
大
き
く
複
雑
に
な

る
。
最
初
か
ら「
吊
り
下
げ
式
」で

あ
る
べ
き
だ
と
。
実
際
に
生
産
者

が
使
用
し
、
よ
い
点
・
悪
い
点
を

忌
憚
な
く
指
摘
し
て
も
ら
い
、
そ

の
場
で
改
良
で
き
る
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
状
は
初
期
導
入
1
5
0
万

円
、
利
用
料
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
収

穫
し
た
分
の
売
り
上
げ
の
10
％
を
い

た
だ
く
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
目
指
す
収
穫
能
力
は
反
収
13

t
の
生
産
者
の
場
合
、
全
体
収
量

の
20
％
、
約
３
ｔ
の
収
穫
で
す
。
多

く
の
メ
ー
カ
ー
は
初
め
か
ら
完
全
自

ボ
ッ
ト
を
手
に
取
り
や
す
い
価
格
に

す
る
こ
と
で
、
現
状
の
能
力
で
も

収
益
の
向
上
と
豊
か
な
生
活
の
実

現
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
耐
久
性
に
課
題
が
あ

る
の
で
す
が
、
秋
ま
で
に
は
改
良
し

て
生
産
者
が
視
察
で
き
る
環
境
を

整
え
、
2
0
2
3
年
初
頭
に
は
供

給
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
品
目
拡
大
は
視
野
に
入
っ
て
い

ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
い
っ
た
果
菜
類
は
、

ピ
ー
マ
ン
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か

せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
J
A
や
生
産
者
と
接
し

て
い
る
と
、
弊
社
へ
の
も
の
す
ご
い

期
待
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
危
機
感

の
高
ま
り
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
J
A
や
生
産
者
に
開
発
者
側

に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の
完
成

度
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

「
吊
り
下
げ
式
ピ
ー
マ
ン
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」を

生
産
者
と
一
緒
に
開
発

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の

短
期
間
で
技
術
を

確
立
で
き
た
秘
け
つ
は
？

シ
ン
プ
ル
か
つ

低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
も

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。

製
品
の
市
場
投
入
の

見
通
し
は
？

 

他
の
品
目
も
視
野
に

入
っ
て
い
ま
す
か
？

J
A
や
生
産
者
側
も

開
発
に
参
加
す
る

意
識
が
大
事
で
す
ね
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

A
G
R
I
S
T
㈱

高
橋
慶
彦
さ
ん

取
締
役
兼
C
O
O

　
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
は
高
額
で
手
が
出
せ
な
い
？ 

―
宮
崎
県
を
拠
点
と
す
る

A
G
R
I
S
T（
ア
グ
リ
ス
ト
）株
式
会
社
は
、
低
コ
ス
ト
の
ピ
ー
マ
ン
自
動

収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
開
発
に
基
づ
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
は
、
第
２
回
J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
取
締
役
兼
最

高
執
行
責
任
者（
C
O
O
）高
橋
慶
彦
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

【
広
報
・
調
査
部
】

創
業
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

自動収穫ロボット

ロボットのカメラがピーマンを認識自動収穫ロボットの収穫ハンド

圃場での検証と改良を行うアグリストチーム

高橋さん（左）と農家の福山さん（中央）、エンジニアの高辻さん

き 

た
ん

アグリスト（株）　収穫の担い手
不足を解決するロボット開発会社。
農業が盛んな宮崎県新富町にエン
ジニアが集まり、農家と一緒にロ
ボットを開発している。

お問い合わせ
はこちら
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笑顔「おいしい」のために
（静岡県）

　1本の樹に、選抜した1玉だけを残して育てあげた静岡
県産のアールスメロン。果実のネットが太くて盛り上がり
が良く、仕上がりが美しい高品質なものを厳選して出荷し
ています。
　果肉はやわらかく、とってもジューシー。歯ざわりも抜群
です。糖度は14度以上です。食べ頃になるまでは常温で
保管し、召し上がる前に1～2時間、冷蔵庫で冷やしてくだ
さい。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

「幻の浜なしパウンドケーキ」再販売
　神奈川県本部はＪＡ横浜、株式会社ありあけと「幻の浜なしパウンドケーキ」を共同開発しました。
お客さまからの好評を受け、6月24日より数量限定で販売を再開します。　　   　 【神奈川県本部】

　群馬県本部は6月、ＪＡタウン内のショップを「新鮮ぐんま 
みのり館」（旧：グッドぐんまのびっくり市場）に改称し、リニュ
ーアルオープンしました。　　　　　　　 　  【群馬県本部】

㈱ありあけとコラボ 第２弾

　「浜なし®」は、JA横浜果樹部の生産者が、品種や
栽培方法などの生産基準を守って生産しているブラン
ド梨です。よく熟した果実を食べごろの状態で直売して
いるため、市場にはほとんど出回りません。
　一方で果肉がやわらかくなる「みつ病」という症状
により、出荷することができない梨が一定数存在しま
す。これをピューレ状に加工することで有効活用し、
ケーキに商品化しました。浜なしのピューレをふんだ

んに使うことで、パッケージを開けた瞬間に甘く豊か
な香りが広がります。
　また、加工品としての展開により「浜なし®」ブランド
の知名度が向上することを期待します。
　神奈川県本部は今後も県内農畜産物の認知度・
ブランド力向上と規格外品活用に向け、一次加工
品を原料とした商品開発・販路拡大などを進めてい
きます。

・１個、税込756円
・ＪＡ横浜直売所
  「ハマッ子」にて販売

JAタウンショップ
「新鮮ぐんま みのり館」リニューアルオープン

静岡県産アールスメロン 2玉入……4500円（税込）

　商品のラインアップも拡大し、県内ＪＡや関係
会社などと連携して、魅力ある群馬の農畜産物
や加工品などを紹介していきます。
　当ショップの一番人気は「～採れたて！～えら
べる！野菜ボックス＜７品＞」。お好きな野菜を選
んで詰め合わせることができます。ご自宅用には
もちろん、贈り物にもおすすめです。

JAタウン
「新鮮ぐんま みのり館」

はこちら！

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

横浜から芳醇な香りをお届け！

休刊のお知らせ
７月１２日号は休刊いたします。
次は７月１９日号です。 8


